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研究目的
知識社会の新しいソフトウェア基盤知識社会の新しいソフトウェア基盤の実現に
向けて，応用知能ソフトウェアの視点から，
人間／ソフトウェア／ハードウェアが相互に
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人間／ソフトウェア／ハードウェアが相互に
連携・協調して人々を支援する知的知的分散情報分散情報
環境環境の研究を進めています．

現在，知的分散情報環境を(a) 構築する技術，
(b) 運用する技術，(c) 利用する技術について，
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主な研究テーマ

エージェント工学，人工知能・知識工学，パ
ターン情報学を基盤として，基礎から応用に
至る研究開発を推進しています．
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エージェント技術に基づく応用知能ソフトウェアの研究エージェント技術に基づく応用知能ソフトウェアの研究

1. マルチエージェントシステムを創る！

マルチエージェントシステムは，自律性・協調性
を持った複数の能動的に動作するコンポーネント
（エージェント）から構成される協調分散知識シ
ステムです．本研究室ではステムです．本研究室では
エージェントフレームワークエージェントフレームワーク ― DASH― DASH
再利用性の高いマルチエージェントシステムの構築と

運用の基盤となるリポジトリ型マルチエージェント・フ

レームワーク

エージェントシステム構築環境エージェントシステム構築環境 ― IDEA― IDEA

エージェントフレームワーク：DASH

ログ解析

開発ステージセレクタ

マルチエージェントシステム設計方法論に基づいて，

設計プロセスをインタラクティブに支援するエージェン

トステム構築環境

の研究に取り組んでいます．さらに，DASHやIDEA
をベースに，エージェント応用システム，知識応
用システムに関する研究を推進しています．
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用システムに関する研究を推進しています．
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インタラクティブ構築環境：DASH



2. 遍在する情報・知識の利活用を支援する！

広域分散環境上では，多種多様な情報資情報資
源源（テキストや画像をはじめとする電子
化された情報・知識）が日々創造・蓄積
されています．しかし，それらの利活用
の場面では，探索／加工／統合など，利
用者に煩雑な作業が求められることから，
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AIR 利用支援知識・機能を付加し，各情報
資源をエージェントとして構成．

利用支援知識・機能を用いて，AIR（情
報資源）自体が能動的に動作．

利用者

ユーザ要求に応じて，情報資源に関わ
る種々の処理をAIRが代行．

能動的情報資源（能動的情報資源（AIRAIR））用者に煩雑な作業が求められることから，
本来の目的に即した情報資源の利活用が
難しくなってしまいます．

本研究室では，情報資源自体に自律性・
協調性を付与した能動的情報資源（能動的情報資源（AIRAIR: 
Active Information ResourceActive Information Resource））を提案し，
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Active Information ResourceActive Information Resource））を提案し，
情報資源の有効活用を図るための手法に
ついて研究を行っています．
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運用情報をAIRによって能動化し，管理者

の作業を能動的に支援します．

学術情報の利活用支援への応用学術情報の利活用支援への応用

学術情報（論文・史料など）をAIRとして集

積し，検索／統合／分析などの作業を
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積し，検索／統合／分析などの作業を

AIRに一部代行させ，ユーザによる学術

情報の活用を包括的に支援します．
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3. 画像をスマートに処理する！

画像情報を的確に処理するためには，入 学術情報の利活用における学術情報の利活用におけるAIRAIR応用応用画像情報を的確に処理するためには，入
力された画像に対し，各種処理を適切な
順序で適用する必要があります．また，
効率的な処理を実現するためには，状況
に応じて複数の処理を並列に適用するな
ど，高度な画像情報処理手法が必要です． エージェント

リポジトリ

画像処理
エージェントA

画像処理
エージェントD

画像処理

画像中，注目すべき箇所を発見し
たら，他のエージェントと連携・協
調し，当該箇所を集中的に処理．

計算機資源が不足してい
る場合，現在稼動中の
エージェントに処理を依頼．

本研究室では，各種の画像処理を担当す
るエージェント群が自律的に組織化し，
入力された画像や計算機の状況に応じて，
適切な処理手法・適用順序を動的に決
定・実行する知的画像情報処理技術知的画像情報処理技術の研
究を進めています．
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マルチエージェントによる知的画像情報処理マルチエージェントによる知的画像情報処理
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究を進めています．


